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本研究では表面増強ラマン分光法を用いて、リン酸化に伴うタンパク質の構造変化を解析した。

タンパク質試料としてリン酸化及び非リン酸化状態の Spleen Tyrosine Kinase (Syk)を昆虫細胞と大

腸菌を用いてそれぞれ発現させた。精製した Sykを電子線リソグラフィーにより作製した直径 130 

nmの金ナノシリンダーアレイ上に滴下し、共焦点顕微ラマンシステムを用いて液中で表面増強ラ

マン散乱測定を行った。 

測定の結果、図に示すようにリン酸化及び非リン酸化状態の Sykは大きく異なる SERSスペク

トルを示し、リン酸化に伴う Sykの構造変化が SERSスペクトルの変化として表れることが示唆

された。次に SERSスペクトルは Sykの表面部分に位置するアミノ酸の情報を主に反映すること

から、スペクトル上のピークに対応するアミノ酸と X 線構造解析よりすでに報告されている非リ

ン酸化Sykの立体構造を比較することで、金表面における非リン酸化Sykの吸着状態を評価した。

最後にリン酸化に伴う Sykと金の吸着状態の変化から、リン酸化により Syk内部の水素結合が切

断され疎水部が表面へ露出するという構造変化のモデルを提案した。 

 

Normalized SERS spectra of unphosphorylated and phosphorylated Syk. SERS was excited at 660 nm. 

After background correction, baselines of each spectrum was offset for clarity 
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